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令和元年10月15日、白坂喜美雄さん

(中岡本町)が「宇都宮東警察署・岡本

交番防犯連絡会長」として多年に渡り地

域安全活動にご尽力ざれた功績が認め
られ、パルティホールで開催された第

44回「地域安全県民のつどい」に於い

て「警察庁長官・全国防犯協会連合会

長」から「防犯功労者防犯栄誉銅章」
を受章されました。

これからも河内地域の安全で安心な
まづぐノに貢献されますようよろしくお頗

いします。
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利用期間:令和と年4月1日一命和3年3月3 1日

きざそう河内号を利用するには、すべての人が、毎年度新たに利用登録して

いただくことになります,

※手続き内容は、令和2年l月号「まちづくり情報紙

かわち」にはさんだ登録案内をご覧下さい。

お陰様で、さぎそう河内号は平成27年

4月の本格運行から70′000人の方に利

用していただきました。

これからも利用者が多い時間帯には、

増便するなど配車体制を強化して、待ち

時間などで利用者に、ご迷惑をお掛けす

る事態が生じ無いよう努力して、サービス

向上を促進いたしまも きざそう河内号

亀吉匪壁堕国 追い越すなわずかの違いだ急がずに
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白沢宿に鎮座する白髭神社の例大祭(11月2日)には、今年も2基

の梵天が奉納されました。

5年に-度、彫刻屋台(宇都宮市指定文化財)の巡行が行われま

すが、その他の年には梵天の奉納が行われます。これまで白沢南自治

会の若衆だけが奉納しておりましたか前回から白沢甲部自治会の若

衆も加わって、竹堀に始まり梵天の先に付ける幣束を摸した房つくり、

さらには奉納後にまく餅まきの準備をします。

当日は自治会ごとに行われる出発式のあと、手古舞の女の子を先頭

に約2 0人の若衆や、飛び入りで参加した宇都宮大学の学生さんたち

も梵天を担ぎ\威勢よく自治会内を練り歩きました。

神社の階段前の参道広場では、地域の活性化に貢献しようという、

奥州街道白沢宿の会(平成元年設立)の

芋煮や、綿あめ、焼きそば等の食べ物の

店が立ち並び、輪投げ遊びなども繰り広げ

られ、梵天が奉納された正午過ぎには多く

の人たちで盛り上が)ました。

河内地区の地域資源を学ぶことによって、地域の良さを再発見する

「いきいき河内発見講座」の第3回が、秋晴れの9月Z9日(目)に開

催されました。

今回の講座は、 「身近なところの歴史を歩ぐというテーマで、大塚

自治会内にある「高祖神社古墳(自由に見学できます)」と「鎌倉時代

に源頼朝や義経が歩いたとぎれる鎌倉街道経路」 「明治時代に束北本

線が初めて通過した遺構」を見学しました。

参加者からは『歴史的には古墳時代から人々

が住んでいて、住みよい地域だったようですね。 』

『高露神社古墳入口にあったような案内板か鎌

倉街道跡地や旧東北本線跡にも有ると自由に学

べる機会が増えますね。』 『地域の歴史を知る良

い機会となりました。』などの声が上が)、身近

なところのいにしえの姿に思いをはぜる良い機

会となりました。

本年度河内地区リサイクル推進協議会が実施した、生活環境の改善等に関す

るポスターコンクールで岡本小与年坂聞牛深さんの作品が最優秀賞に選ばれ、

1 1月1 〇日に開催された「かわちふるさとまウノ201 9D会場で表彰されました。

このポスターコンクールは、昨年度に引き続き第2回目の開催で、ごみの分別

やリサイクル、ポイ捨て防止など生活環境の美化・改善等をテーマとして河内地

区内の小学校児童から夏休みの期間を利用して募集したものです

最優秀賞に選ばれた坂問さんの作品は河内地区

リサイクル推進協議会が作製するポスターとして使

用され、地区内の公共施設や学校、自治会の公民館

等に掲示されています。

最優秀賞 坂間生譲さん(岡本小5年)、大軍

諾嵩謀議篭諒恕患
竹松絵心さん(岡本北小 2年)

ーこのたびの台則こより成合に遭われた嘗さまには心よりお鬼基い申し上げます。

櫨災地の一目も早い復旧を心よりお祈り申し上げます。 -

大型で非常に強い台風1 9号。宇都宮

市でも、 10月12日(土)から13日(日)

にかけて記録的な大雨をもたらしました。

河内地区市民センターにおきましても、台

風被害に備え、 1 0月12日(土)午前8時

から避難所を開設しました。

1 2日(土)午後7時頃から風雨が次第に

強くなiノ、午後8時には、宇都宮市内全域に

「警戒レベル4 ・避難勧告」が発令されました。当センターにも

1 7 6名もの地域住民の方々が避難ざれ、不安な夜を過ごされ

ました。

台風の被害は河内地区内でも、農地への土砂流人や畦畔崩

れなど農業被害がありました。身近で起こった災害に、改めて自

然の恐ろしさを感じました。

災害時の避難の最も重要なことは、安全な場所に「早めに

避難」することです。日頃から「自分たちの命はまず自分で守る」

という心構えをもち、常に落ち着いて行動できるよう考えておき

ましょう。

(ハザードマップ)

宇都宮市では、台風や集中豪雨などによる大規模を洪水や土

砂災害の危険性が増加した場合に、被害が発生する地域や被害

の程度を予想し、市民の皆さんに速やかに安全な場所に避難し

ていただき、被害を最小限に抑えることを目的として、避難や事前

準備に関する情報をまとめたハサードマップを作成しています。

もしもの災害に備え、このハザードマップを活用し、避難する

場所や避難時のI前等、災害の備えなど日頃からご家族の皆さ

んや地域の皆さんで話し合い、確認しましょう。ハザードマップは、

地区市民センターでも配布しています。 (宇都宮市HP)

宇都宮市教育委員会主
催「いじめゼロポスターコ
ンクール」において令和元
年度の最優秀賞(小学校の
部)に岡本北小学校与年
片桐 聖梨(かたぎりきよ
な)さんが選ばれました。
片桐さんの言葉「学校の『い

じめゼロ週間』のときに、
みんなが仲良くなっていじ
めがなくなればいいなと
思って、言葉や絵のアイデ
アを考えました。」

Eメール: tp_kwtik@moon.ucatv.ne. jp
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臨囲園園圃閥園圃園園図画
宇都宮アンテナショップ「宮カフェ」 1階に河内地区のお祭

り・行事・名所・歴史・伝統の写真を3週間【10月15日(月)へ1 1月

3日(日)】展示しました。

展示期間中は、 2019ジャパンカップサイクルロードレース

・宇都宮城址まつり・宇都宮餃子まつりが開催され、オリオン

通りの「宮カフェ」も大勢のお客様が立ち寄ず)有意義を〇日を

過ごされたと思います。お客様たちは、展示写真を観て伝統

を引き継ぐ力と、幼児から高齢者まで楽しめるイベントが盛

りたくさんの河内地区を感じてくれたことでしょう。オリオン

スクエアーでは逆面獅子舞の動画が上映されました。

1 2月1日(日) 「田原風つ子葉リ

ー2019」が山田川サイケノングロー

ドの下田原太陽光発電所入口・しら

さぎ橋周辺で実施されました。

当日は天候に恵まれ、田原地域の

小学生以下の子どもを中Iこ高こ、スタ

ンプラリー・ビンゴゲーム・ジャンケ

ンボン等の催し物を楽しみました。

スタンプラリーでは、田原を北から

南に流れる川は?などの問いに答え、

指定のポイントを走り回り、なかで

も汗だくの3年生の女の子が印象的

つきたてのきな粉餅に舌鼓をうちまし

でした。

昼食はアツアツの豚汁と、

た。今回初の試みで田原の自治会長・民生児童委員・消防団・婦

人防火クラブそして育成会が協力して、 「田原風つ子まつり」を実施

することができました。 皆さんご協力有難う御座いました。

防犯協議会では、 1之月12日

(木)に河内地区市民センター

の学習室にて宇都宮東警察署"

生活安全課職員による講習会

を行ないました。講習者は、D

V Dによる青色防犯パトロール

(=青パト)のパトロール時の視

点と心構えなど基本編を視聴し、役割の重要性を再認識し

ました。パトロール実施者証は、更新の方が1之名と新規の

方が2名でした。パトロールで〇番大事なことは「親切"丁

寧の挨拶と声かけ」で住民同士の交流をはかり、地域安全

の、関心を高めて活(い)きます。

今年も青少年育成協議会主催のコンサートが行われま

した。

カウントダウンによるイルミネーションの点灯で幻想的に

スタートしました。オープニングの古里中学校吹奏楽部の

皆さんの見事な演奏に「中学生とは思えない!」等の感動

の声が飛び交いました。

ヴァイオリンとギターのデュオコンサ い響き

に会場は魅了されました。 )パプリカ♪の曲が流れると子ど

もたちがステージの前に

並び全力でパフォーマン

スを披露し、楽しいコラボ

となりました。

最後に恒例のサンタさ

んのプレゼントに子ども

たちは目を輝かせていま

した。

を潔驚諮謹謹言岩手寒
〈学び、趣味として交流できる雰囲気

を作って下さったおかげで、今も「和」

をモットーは言動していま一丸

会員は現在1 2名、講師はいません

が、約1 0年の経験を持つ会員が数名

いますので、その方が中心となり教えています。粘土購入は主に益子です。

その際作陶の参考に会員の方と-緒に益子のギャラリーを見学しています。

主な活動日は第1日曜日、第2日曜日、第4日曜日の3回です。粘土によ

る作陶と素焼き。本焼きは河内生涯学習センターで、粕掛け作業は田原コ

ミュニティプラザの陶芸室を借りて作業しています。

主な年間行事は7月にクラブの展示会、 9月文化のつどい、 1 1月のか

わちふるさとまヴノに参加しています。

また1 2月には足利方面の研修会、各個人で作った器で蕎麦を食べる会

を企画しています。こんな贅沢なことはありませんね。以上が年間活動で、

冬季は粘土が凍るおそれがあるため休みます。

陶芸に興味がある方、体験してみたい方はぜひ連絡してください。 -緒

に世界で-つしかない器を作ってはみませんか。

冬至の12月2之日(日)スボルトかわち『与h i p』主催の第1之回リ

レーマラソンが河内総合運動公園で行なわれました。

県内の日本少年野球連盟(ボーイズノーグ)の1之チームも参加して、

総勢14チーム走者(31 0名)が絆バトンをトラック1 05周引継ぎ完走し

ました。

県央宇都宮ボーイズが記録更新

の1時間50分でゴールしました。園

児・学生・大人の走者と応援者達は

冷えきった体を「ふるまいの柚子

茶とコーヒー」で暖め、師走の楽し

い〇日を過ごしました。

鎖郡想塾謹言 自転車の無灯火飛び出し命取り
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闘詞圃圃同園囲腫顕瑚
令和2年度の「田んぼの学校」の生徒を募集しています。

白組か雄沢公園で、生きもの調査や田植え・削りなど体験してみませんか。

◆期 間4月̃翌年1月(年間10回程度)

◆募集人員小学生の親子2 0組(先着順)

◆参加費1家族10, 000円の予定(年間。保険料、材料費)

◆活動内容 前記のほかホタル観察会、夏野菜の植え付けや

収穫、焼きイモ、餅つき等「食と農」の体験を

します。

◆申込期間 現在募集中です

◆申 込 NPO法人グラウンドワーク西鬼怒

密・FAX O28(673)9766 (月曜日休館)

「朋んの里1 0 0遡「とちぎのふるさと田園風景言送」欄定されている

西下ケ橋地区で、クi)-ン作戦を展開します。ご劫瞳お待ちしております。

◆日 時 3月8日(日)午前10時集合(小雨決行)

◆集合場所 西下ケ橋地区の河内農村体験交流館(盛事場あり)

◆作業場所 谷川.九郷半川周辺

・作業終了後、地元西下ケ橋地区の協力で昼食が振る舞われ

ます。

・作業の出来る服装でご参加下さい。

・気温が低い日は、カイロ等をご用意下さい。

・準備の都合上、参加される方は下記へご連絡下さい。

◆申込締切り 3月3日(火)

◆申 込 NPO法人グラウンドワーク西鬼怒

蜜・FAX O28 (673) 9766 (月曜日休館)

i麗園田開国田園題0園
卓球を通じて年代を越えた住民相互の親睦を深め広く卓球の普及を図ること

を趣旨として、今年も卓球大会を開催します。皆さん奮ってご参加ください。

◆日 時令和2年2月22日(土)午前9時集合 ◆場所 河内体育館

◆申 込令和2年2月19日(水)までに河内体育館に設置する申込書受

付箱に大会参加申込書を投函してください。 ※当日の申し

込みも可能です。

◆参加料当日納付してください。

-般(大学・高校生を含む) 200円、中学生100円、小学生無料。

◆問合せ河内地区体育協会 卓球専門部長 加藤悦郎

彊028 (673) 3888

◆4月4日(土)へ

ぼんぼりを飾ります 雨天決行

◆ライトアップ

4月「0目(金)・「 「日(土) 18:00へ20:00

-たいじょうぷですか?あ拡たの防災へ
◇日時 令和2年2月2目(日) 午前11時から正午

禽会場 河内地区市民センター ホール1 ・2・う

㊥講師 環境・防災コンサルタント 防災アドバイザー

横浜市の女性消防吏員第1期生として入庁

秦 好子 先生

◆定員 200名

◆申込12月23日(月)からお電話にて河内地区市民センターまで

竜田O28 (671) 3201

主催 河内地区防災会 

河内地区婦人防火クラブ 

共催 河内地区まちづくり協議会 

河内地区連合自治会 
〒329-1105 

宇都宮市中岡本町3221-4 

河内地区市民センター内 
く露028(671)3202 

河内地区リサイクル推進協議会では、リサイクルエ塀見学会

への参加者を募集しています。

◆日 時:令和2年2月26日(水)

◆集合場所:河内地区市民センター(午前9時0 0分集合)

◆見学先等:那須総合リサイクルセンター(産業廃棄物等の中

間処理施設) 、那須ガーデンアウトレット

◆参加費:無料(昼食は那須ガーデンアウトレット内で各自

自由にお取りいただきます)

◆申 込:令和2年1月21日(火)から2月10日(月)

までに河内地区市民センターまちづくり支援

グループ(671-3202)へ。定員(30名)になり

次第締め切ります。

Eメール: tp_kwtik㊤moon.ucatv.ne. jp
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所
属
し
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
音
楽
演
奏
会
の
開
催
や
演

芸
祭
に
コ
ー
ラ
ス
で
出
演
、
文
化
祭
に
絵
画
や
服
飾
な
ど

の
作
品
出
品
な
ど
の
文
化
活
動
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
で
活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
で
す
。
野
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、

共
に
河
内
地
区
内
で
は
連
戦
連
勝
の
黄
金
期
も
あ
り
ま
し

た
。
近
年
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
が
自
治
会
対
抗
戦
で
準

優
勝
を
飾
る
な
ど
善
戦
し
て
い
ま
す
が
、
世
代
交
代
の
波

に
乗
れ
る
か
が
カ
ギ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
ク
リ
ー
ン
活
動
や
廃
品
回
収
な
ど
、
幅
広

い
年
代
の
会
員
の
参
加
が
あ
り
、
今
後
の
発
展
が
更
に
期

待
さ
れ
る
奈
坪
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会
で
す
。

2
月

3
月

4
月
の
星
座

惑

星

・
火
星
は
あ
お
う
し
座
で
、
西
の
空
に
輝
い
て
い
ま
す
。

星

座

・
冬
の
星
座
(
お
う
し
座
、
オ
リ
オ
ン
座
、
お
お
い
ぬ
座
、

こ
い
ぬ
座
一
か
ら
、
春
の
星
座
(
お
お
ぐ
ま
座
、
う
し
か

い
座
、
お
と
の
座
等
)
等
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

星
座

星
雲

・
M
5
一
す
ぼ
る
一

M
4
2
一
オ
リ
オ
ン
大
星
雲
)

天
文
現
象

・
3
月
1
8
日
ご
ろ
、
4
月
1
 
5
日
ご
ろ
火
星
・
木
星
・
月
が

集
合

公
開
日
2
月
8
日

3
月
7
日

4

月
4

日

土土土
1821 22

日 日 日

土土土

時

間

午
後
7
時
̃
9
時

費

用
無
料
で
す
。

上
履
き
持
参
で
、
寒
さ
を
防
ぐ
服
装
を
お
願
い
し
ま
す
。

河
内
星
の
子
会

密
0
9
〇
一
4
9
5
4
)
6
2
6
1

河内町に出来た弊社工場は、昭和43年(1968年)汽車

製造㈱国鉄の貨物車両の製造工場として立ち上がりまし

た。まだ、住宅も少なく農地と森に囲まれた工業団地でした。

それから約5〇年言可内町は、奈坪団地を始めとする住宅

地が広がり、河内地区市民センターや新岡本駅舎等が新設

されて、目を見張るほどの発展を遂げ人口は3方5千人

までに増加しました。

当初、従業員2○○名ほど始まった汽車製造㈱宇都宮工場

は、 」i順重工のの国鉄の貨物車両工場にかわり、 1987年

生産車両もバスに代わり、名称も丁Kコーチのにはり、さら

にいすゞス製造㈱、また2004年には日野車体工業と統合

し、シ工イ・パス㈱に名称が代わり現在に至ります。現在で

は従業員数が9○○名になり、今年の8月から車型が増え、

連節パスも製造するようになりま

した。

生産台数も萱Kコーチの80〇台

強から18(乃台(2019年度)にな

り生産能力も的2倍強と患ってお

ります。名前・生産車両を変えな

がら河内と共に成長をしてまいり

ました。

これも-重に、河内地域の住民

の皆様方のご偶力ご支援のお陰と

思っております。

行政旧識
◆相談日 2月13目(木)

3月 5日(木〉

4月 9日(木〉

◆場 所 河内地区市民センター

1階相談室

◆時 間 午前10時一正午まで

◆相談員 渋井トミ子

密(673)2132

鏑聾堅饗堅 迷惑駐車一台ぐらいが迷惑千万



(8)令和2年(2020) 1月発行 まちづくり情報紙かわち

河国内物通話
☆
宇
部
富
市
河
内
地
区
の
電
生
(
そ
の
と
)

ア
メ
と
ム
チ

平
成
1
1
年
(
1
9
9
9
)
市
町
村
合
併
特
例
法
の
改
正
に
よ
り
、
合
併
を
め
ぐ
る
障
害
を
除
去

す
る
た
め
次
の
よ
う
な
措
置
(
ア
メ
)
が
講
じ
ら
れ
た
。

平
成
‖
年
(
1
9
9
9
)
了
月
8
日
地
方
分
権
一
括
法
成
立
・
市
町
村
合
併
特
例
法
の
改
正
を

施
行
、
・
住
民
発
議
制
度
の
拡
充
、
市
と
な
る
べ
き
要
件
の
緩
和
、
地
域
審
議
会
の
設
置
、
地
方

交
付
税
の
額
の
算
定
の
特
例
(
合
併
算
定
聾
の
期
間
の
延
長
)
、
地
方
債
の
特
例
(
合
併
特
例
債
)

な
ど平

成
1
2
年
(
2
0
0
0
)
4
月
1
日
地
方
分
権
一
括
法
施
行
・
こ
の
特
例
法
に
よ
っ
て
手
厚
い

財
政
支
援
を
受
け
ら
れ
る
合
併
申
請
期
限
が
平
成
1
7
年
(
2
0
0
5
)
年
3
月
3
1
日
(
ム
チ
)
と

な
っ
て
い
た
の
で
、
各
地
で
合
併
協
議
会
が
急
速
に
進
み
、
そ
の
結
果
全
国
3
・
2
3
2
市
町
村

か
ら
平
成
2
2
年
(
2
0
1
0
)
年
3
月
末
に
は
1
.
了
2
了
市
町
村
に
、
栃
木
県
内
も
4
9
市
町
村

が
2
5
両
町
に
編
成
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

河
内
町
で
も
、
平
成
1
2
年
(
2
0
0
0
)
1
2
月
5
日
河
内
町
議
会
「
一
般
質
問
答
弁
」
で
当
時

の
稲
垣
稔
町
長
が
本
会
議
に
お
い
て
「
合
併
は
住
民
の
希
望
を
理
解
し
な
が
ら
進
め
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」
と
し
た
上
で
、
個
人
的
な
意
見
だ
が
「
水
道
、
消
防
、
ご
み
処
理
、
医
療
」
事
業
な

ど
の
共
同
処
理
で
宇
都
宮
布
と
の
か
か
わ
り
が
あ
り
「
合
併
す
る
場
合
、
隣
接
の
上
河
内
町
と
の

対
等
合
併
で
市
制
移
行
を
目
指
す
も
の
で
な
く
、
編
入
パ
タ
ー
ン
の
宇
都
宮
市
と
の
合
併
の
方

が
望
ま
し
い
」
と
の
考
え
方
を
初
め
て
示
し
た
。
ま
た
、
合
併
特
例
法
が
平
成
1
了
年
3
月
3
1
日
ま

で
の
時
限
立
法
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
「
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
」
を
示
し
な
が
ら
、

早
い
時
期
に
何
ら
か
の
形
で
、
住
民
の
意
向
を
把
握
し
た
い
。
議
会
に
は
合
併
問
題
の
研
究
の
場

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
。

栃
木
県
で
も
、
平
成
1
3
年
(
2
0
0
1
)
1
月
1
2
日
生
活
圏
や
市
町
村
行
政
の
結
び
付
き
、
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
地
域
の
合
併
機
運
、
行
財
政
碁
盤
の
強
化
な
ど
を
基
準
と
し
て
、
県
内
4
9

市
町
村
を
五
つ
の
合
併
パ
タ
ー
ン
に
し
て
、
栃
木
県
両
町
村
合
併
推
進
要
綱
を
策
定
、
栃
木
県
議

会
総
務
企
画
常
任
委
員
会
に
報
告
し
た
。

こ
れ
は
、
当
時
の
自
治
省
が
市
町
村
合
併
の
論
議
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め
、
都
道
府
県
に
対
し

て
具
体
的
な
市
町
村
の
組
み
合
わ
せ
案
を
作
る
よ
う
要
請
、
県
は
論
議
の
た
た
き
台
と
し
て
も

ら
う
狙
い
で
策
定
し
た
。
河
内
町
は
拠
点
都
市
形
成
型
と
し
て
、
宇
都
宮
市
・
上
河
内
町
と
の
組

み
合
わ
せ
と
な
っ
て
い
た
。
今
日
の
県
内
2
5
両
町
と
如
何
で
し
ょ
う
。

5
パ
タ
ー
ン
(
1
5
組
み
合
わ
せ
)

・
拠
点
郡
市
形
成
型
(
宇
都
宮
市
・
上
河
内
町
・
河
内
町
)
(
小
山
而
・
南
河
内
町
・
国
分
寺
町
・

野
木
町
)

・
生
活
圏
・
行
政
権
一
体
型
(
黒
磯
市
・
那
須
町
)
(
大
田
原
市
・
湯
津
上
村
・
黒
羽
町
・
西
那

須
野
町
・
塩
原
町
)
(
矢
板
市
・
塩
谷
町
)
(
日
光
市
・
今
市
市
・
足
尾
町
・
粟
山
村
・
藤
原
町
)
(
鹿

沼
市
・
粟
野
町
)
(
真
岡
而
・
二
宮
町
・
益
子
町
・
茂
木
町
・
市
貝
町
・
芳
賀
町
)
(
栃
木
市
・
西
方
町
・

大
平
町
・
都
賀
町
)
(
佐
野
而
・
田
沼
町
・
葛
生
町
)

・
市
制
移
行
型
(
南
那
須
町
・
烏
山
町
・
馬
頭
町
・
小
川
町
)
(
氏
家
町
・
高
根
沢
町
・
喜
連
川

町
)
(
上
三
川
町
・
壬
生
町
・
石
橋
町
)

・
行
財
政
強
化
型
(
藤
岡
町
∴
石
舟
町
)

僕の将来の夢は、

テレビでふわふわの卵焼きを作ってい

る料理人を見て、かっこいいと思い自分
もつくってあかと思いました。

これから料理人lこなるため、いろいろ

な料理の作。万を覚えて、見た目も味も

料理人です。

完ぺきIこして、毎日こつこつ締して、
人Iこ負けないようlこ

したいです。いろいろ

な食材を使って、おい

しくてきれいな料理
と、おもしろく印象lこ

残る料理もできる料
理人になってみたい
です。

りまも

-つ目は少女マンガが大好きで絵が得意だからですo

今も時間かあると弧いろいろな紙を利用して絵を飢\

ています。

二つ日はマン欄こなれは大駆なマンガ家の先生に

会えるかもしれないからで乱私には好きなマンガ家か

て,その人たちの桧やスト

リーを楽しんでいます。その人

たちに直接会ってみたいなあ

と思っています。

将来.私が-生けん令胤l

たマンガでたくさんの人を笑

顔にしたいのでたくさんの人

の手元に常こ私の描いたマン

ガかあることを夢みてしぼ玩

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
は
年
号
「
令
和
」
に
変
わ
っ
て
、

は
じ
め
て
の
お
正
月
で
す
ね
。
地
球
全
体

楊
温
暖
化
と
は
言
え
、
季
節
は
真
冬
、
塞

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

て
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
節
目
と
な

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
ひ
か
え
、

か
「
子
年
」
に
あ
た
り
十
二
支
サ
イ

の
ス
タ
ー
ト
で
も
あ
り
ま
産
国

年
も
編
集
員
一
同
、
新

か
わ
ち
の
情
報
"
を
お

編
集
委
員

単
独
市
(
足
利
而
)

大
塚
自
治
会

増
渕

昭

慮馨務三輩蓑薫議
菩諜蟻発議
隷書繁華と墨筆
諸藩

憲護
になりたしです。

“聞出酬亘〇
人ロ 35,348大

男 17,694大

女 17,654人

世帯数14,193世帯

(住民基本台帳による)

令和元年1 2月末日現在

○あなたの身近な地域の情報や話題

○河内地区を撮影した風景写真、地域のお

祭り、イベントの写真

【問合せ】

〒329-1105 宇都宮南中岡本町322主4

河内地区まちづくり協議会
(河内地区市民センター内)

a (671)3202 FAX (6了1)3220

Eメール先iこ送信して下さい

Eメール: tp_kwtik@moon. ucatv. ne. jp


